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近
年
の
気
温
上
昇
に
伴
っ
て
、
市
内
の
小
・
中
学
校
の
屋
内
運
動
場
で
は

室
温
が
上
昇
し
、
児
童
・
生
徒
を
含
む
施
設
利
用
者
の
熱
中
症
リ
ス
ク
が
増

大
し
て
い
ま
し
た
。

　

利
用
者
が
安
全
で
快
適
な
環
境
の
も
と
で
ス
ポ
ー
ツ
に
取
り
組
め
る
よ

う
、
大
型
の
ス
ポ
ッ
ト
型
空
調
機（
以
下「
機
器
」）を
各
小
学
校
に
３
台
ず
つ
、

各
中
学
校
に
４
台
ず
つ
、
合
計
33
台
設
置
し
ま
し
た
。
機
器
の
運
転
時
に
は

冷
房
に
加
え
、
除
湿
も
行
う
た
め
、
高
い
熱
中
症
予
防
効
果
が
得
ら
れ
ま
す
。

　

学
校
に
よ
っ
て
、
屋
内
運
動
場
の
周
辺
環
境
が
異
な
る
た
め
、
屋
内
運

動
場
内
に
お
け
る
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
ほ
か
、
屋
外
で
の
活
動
や
周
辺
環
境

も
考
慮
し
な
が
ら
、
機
器
を
配
置
し
ま
し
た
。

　

機
器
は
個
別
に
運
転
が
可
能
で
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
や
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
な

ど
風
の
影
響
を
受
け
や
す
い
競
技
に
つ
い
て
は
、
利
用
し
て
い
る
コ
ー
ト

の
機
器
の
出
力
を
弱
め
、
利
用
し
て
い
な
い
コ
ー
ト
の
出
力
を
強
め
に
設

定
す
る
な
ど
、
活
動
の
実
情
に
合
わ
せ
て
利
用
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
市
内
の
小
・
中
学
校
は
、
市
の

指
定
避
難
所
で
あ
る
こ
と
か
ら
、万
が
一
、

夏
期
に
災
害
が
発
生
し
、
避
難
所
と
し

て
利
用
す
る
際
は
必
要
に
応
じ
て
機
器

を
稼
働
す
る
こ
と
も
想
定
し
て
い
ま
す
。

小・中
学
校
の
屋
内
運
動
場 

へ
大
型
ス
ポ
ッ
ト
型
空
調
機 

を
設
置

小
・中
学
校
屋
内
運
動
場
熱
中
症
対
策
事
業
―
決
算
額
１
億
６
４
１
７
万
円

実
践
型
学
習
に
よ
る
英
語

教
育
の
充
実英

語
教
育
支
援
事
業
―
決
算
額
８
８
１
万
円

　

市
内
の
中
学
２
・
３
年
生
を
対
象
に
、「
聞
く
」「
話
す
」「
読
む
」「
書
く
」の
４
技

能
別
に
測
定
す
る
ス
コ
ア
型
英
語
能
力
判
定
テ
ス
ト
を
実
施
し
、
一
人
ひ
と
り

の
学
習
の
伸
び
や
課
題
の
把
握
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
ま
た
、
課
題
と
な
っ
て

い
る
ス
ピ
ー
キ
ン
グ
力
の
向
上
を
図
る
た
め
、
大
阪
府
が
提
供
す
る
英
語
学
習

ツ
ー
ル
を
市
内
の
小
・
中
学
校
に
導
入
し
ま
し
た
。

《
ス
コ
ア
型
英
語
能
力
判
定
テ
ス
ト
》　

国
は
、
中

学
校
卒
業
段
階
の
英
語
力
に
お
け
る
C
E
F
R‌

（
外
国
語
の
習
熟
度
を
測
る
国
際
的
な
指
標
）の

A
1
レ
ベ
ル
相
当
以
上
の
生
徒
の
割
合
が
60
％

以
上
に
な
る
こ
と
を
目
標
に
し
て
い
ま
す
。
令

和
６
年
度
の
市
内
の
中
学
２
・
３
年
生
が
受
験
し

た
G
T
E
C（
ス
コ
ア
型
英
語
４
技
能
検
定
）の
結

果
、
そ
の
割
合
は
75
％
を
超
え
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
は
、
細
か
く
分
析

さ
れ
た
結
果
か
ら
自
分
の
学
び
を
振
り
返
り
、
さ
ら
な
る
英
語
力
の
向
上

に
向
け
た
学
び
を
進
め
て
い
ま
す
。

《
英
語
学
習
ツ
ー
ル
》　

A
I
搭

載
の
B
A
S
E 

in 

O
S
A
K
A

（
単
語
や
英
文
の
音
読
、
英
語
で

や
り
取
り
し
た
音
声
に
つ
い
て
、

そ
の
精
度
や
流

り
ゅ
う

暢ち
ょ
うさ
を
A
I
で
判

定
す
る
大
阪
府
が
独
自
に
開
発
し

た
英
語
学
習
ツ
ー
ル
）を
授
業
や

家
庭
学
習
で
使
用
し
ま
し
た
。
音

読
練
習
だ
け
で
な
く
、
英
検
の
面

接
練
習
の
コ
ン
テ
ン
ツ
も
あ
り
、

子
ど
も
た
ち
は「
英
会
話
の
練
習

が
で
き
る
か
ら
楽
し
い
」「
も
っ
と

発
音
が
上
手
に
な
り
た
い
」と
意

欲
的
に
学
習
を
行
い
ま
し
た
。
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利用登録者
（介護認定を受けている）

マッチング

サービス提供 運転ボランティア

利用登録・
サービス予約

利用決定通知
サービス調整 サービス依頼

ボランティア登録

〈高齢者移動支援事業利用の流れ〉

　

姉
妹
都
市
提
携
50
周
年
を
迎
え
た
ア
メ
リ
カ

合
衆
国
オ
レ
ゴ
ン
州
オ
ン
タ
リ
オ
市
、
友
好
都

市
和
歌
山
県
日
高
郡
日
高
川
町
と
の
市
民
相

互
の
交
流
を
促
進
す
る
た
め
、
大
阪
狭
山
市

都
市
間
市
民
交
流
協
会
に
補
助
金
を
交
付
し
、

様
々
な
事
業
の
実
施
を
支
援
し
ま
し
た
。

《
姉
妹
都
市
・オ
ン
タ
リ
オ
市
と
の
交
流
促
進
事
業
》

　

学
生
派
遣
事
業
で
は
、
令
和
７
年
３
月
13
日

～
26
日
の
14
日
間
、
高
校
生
４
人
と
大
学
生
３

人
を
派
遣
し
、
オ
ン
タ
リ
オ
市
の
人
々
と
交
流

を
通
じ
て
国
際
理
解
を
深
め
ま
し
た
。

都
市
間
交
流
を
促
進

姉
妹
都
市
・友
好
都
市
交
流
促
進
事
業
―
決
算
額
３
０
３
万
円

　

高
齢
者
が
こ
れ
ま
で
暮
ら
し
て
き
た
地
域
で

安
心
し
て
生
活
を
続
け
る
に
は
、
通
院
や
買
い

も
の
な
ど
に
伴
う
移
動
・
外
出
が
欠
か
せ
ま
せ

ん
。
超
高
齢
社
会
を
迎
え
、
市
で
も
、
外
出
に

困
難
を
抱
え
る
人
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
介
護
保
険
の
要
支
援
や
要
介
護

認
定
を
受
け
た
人
で
、
外
出
が
困
難
な
高
齢

者
に
対
し
、
地
域
住
民
な
ど
の
参
加
と
協
力

に
よ
る
、「
さ
や
り
ん
お
で
か
け
サ
ポ
ー
ト
」を

令
和
６
年
10
月
か
ら
試
行
し
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
は
、
市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
、

外
出
時
の
運
転
と
併
せ
て
病
院
内
の
付
き
添

い
や
、
買
い
も
の
な
ど
に
お
け
る
荷
物
の
運

搬
な
ど
、
高
齢
者
の
移
動
支
援
と
生
活
支
援

を
一
体
的
に
実
施
す
る
も
の
で
す
。
高
齢
者

の
外
出
の
促
進
に
よ
る
健
康
増
進
や
、
見
守

り
を
は
じ
め
人
と
の
ふ
れ
あ
い
や
交
流
に
つ

な
げ
る
と
と
も
に
、
地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

を
育
成
し
、
地
域
づ
く
り
の
醸
成
に
つ
な
げ

る
こ
と
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
地
域
住
民
な
ど
が「
地
域
の
主
役
」と

し
て
参
画
し
、
市
民
一
人
ひ
と
り
が
幸
せ
や
生

き
が
い
を
感
じ
る
と
と
も
に
、
つ
な
が
り
、
助

け
合
う
こ
と
で
、
地
域
全
体
と
し
て
も
幸
せ
や

豊
か
さ
を
感
じ
ら
れ
る
良
い
状
態（
ウ
ェ
ル
ビ
ー

イ
ン
グ
）と
な
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

●
利
用
登
録
者
数　

１
８
７
人

●
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
登
録
者
数　

49
人

●
利
用
件
数　

３
７
２
件

（
令
和
７
年
３
月
末
時
点
）

「
さ
や
り
ん
お
で
か
け
サ
ポ
ー
ト
」で
、

高
齢
者
の
外
出
を
支
援高齢

者
移
動
支
援
事
業
―
決
算
額
９
６
２
万
円

　

ま
た
、
50
周
年
記
念
事

業
と
し
て
、
令
和
６
年
10

月
12
日
～
18
日
の
７
日
間
、

オ
ン
タ
リ
オ
市
か
ら
訪
問

団
員
14
人
を
受
け
入
れ
、

狭
山
池
博
物
館
の
見
学
や
、
市
内
の
小
・
中
学

校
訪
問
、
記
念
植
樹
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。
記

念
式
典
で
は
、
剣
舞
、
ダ
ン
ス
、
太
鼓
な
ど
の

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
披
露
さ
れ
、
参
加
者
同
士

が
交
流
を
さ
ら
に
深
め
ま
し
た
。

《
友
好
都
市
・
日
高
川
町
と
の
交
流
促
進
事
業
》

　
ホ
タ
ル
ま
つ
り「
寒
川
ワ
ン
ダ
フ
ル
ナ
イ

ト
」へ
の
参
加
や
、「
日
高
川
町
フ
ォ
レ
ス
ト
祭
」

で
の
P
R
ブ
ー
ス
の
出
展
な
ど
を
通
じ
て
交

流
を
行
い
ま
し
た
。

5
1974‐2024

Anniversary
th0ONTARIOOSAKASAY

A
M
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災害対策本部運営訓練事業
〈決算額51万円〉

　職員の災害対応能力を高めるた
め、現状の市に必要とされる実践性
の高い訓練を部長級職員や防災士の
資格を持つ職員を対象として実施し
ました。また、職員が災害発生時に
とるべき行動をまとめた「職員用災
害時初動マニュアル」を作成し、職
員に配布しました。

ダイヤルイン（直通電話）導
入拡大事業　    〈決算額13万円〉 

　市への問い合わせの利便性向上を
図るため、これまで一部で導入して
いたダイヤルイン（直通電話）の導入
部署を拡大しました。

街頭防犯カメラ設置事業
〈決算額174万円〉

　防犯環境の充実を図るため、市内主要
駅などの不特定多数の人が利用する公共‌
的な場所への街頭防犯カメラの設置お
よび既設機器の更新を実施しました。

立地適正化計画策定事業
〈決算額319万円〉

　「大阪狭山市魅力ある都市空間ビ
ジョン～都市計画マスタープラン～」‌
に示す将来都市構造を実現するた
め、居住誘導区域、都市機能誘導区
域、公共交通ネットワークの方針、
誘導施策、防災指針などの検討を行
い、持続可能かつ近隣市などと広域
でつながる都市空間の形成をめざす
戦略的・具体的な方針として、立地
適正化計画を策定しました。

組織力・意欲向上改革事業
〈決算額634万円〉

　複雑多様化する行政課題に対応
し、質の高い行政運営と市民サービ
スの向上をめざし、職員のエンゲー
ジメント（組織や仕事に対する貢献
意欲）に関する調査を実施し、組織
状態を可視化しました。また、エン
ゲージメントを高めるアクションプ
ランを作成・実行することで、組織
力および職員の意欲の向上に取り組
みました。

議会ICT化推進事業
〈決算額288万円〉

　本会議・委員会などで使用する資
料をデジタル化することで、紙の使
用削減および印刷・配布に係る業務
の効率化を図るため、タブレット端
末などを整備しました。

市立コミュニティセンター
備品購入事業　〈決算額294万円〉 

　市立コミュニティセンター・トレー
ニングルームのランニングマシン１台、
フィットネスバイク１台、マッサージ
チェア２台を更新しました。また、施
設を快適に利用できるよう、トイレに
９台の温水洗浄便座を設置しました。

まちの活性化推進事業
〈決算額58万円〉

　狭山ニュータウン地区の再生・活性
化に向けた施策の推進に努め、進捗
などについて、大阪狭山市狭山ニュー
タウン地区再生連絡協議会に報告し、
意見をいただきました。
　また、地域住民などが主体となっ
て、「自分ごと」として狭山ニュータ
ウン地区の再生・活性化のためのプ
ロジェクトを推進していくため、「狭
山ニュータウンの未来を育むプロ
ジェクト推進会議」に補助金を交付
し、その活動を支援しました。

公共施設等総合管理計画推
進事業　　　〈決算額1,901万円〉 

　令和４年度に策定した「大阪狭山
市公共施設再配置方針」に基づき、「大
阪狭山市公共施設再配置計画第一期
（2025年度～2032年度）」を策定し、令‌
和14年度までの具体的な取り組みを
整理しました。また、「今熊地区周辺
エリア複合施設整備事業基本構想」を
策定し、今熊地区周辺エリアの整備
に関する基本理念や基本方針などを
定めました。

行財政運営戦略大綱等策定
事業                                    〈決算額0円〉 

　行政サービスのさらなる充実と高
度化に向けた不断の取り組みを推進
していくための新たな指針として、
「大阪狭山市行財政運営戦略大綱」を
策定しました。また、具体的な取り
組み項目や効果額などを整理し、行
財政運営を円滑かつ着実に推進する
ため、「大阪狭山市行財政運営戦略プ
ラン2025」を策定しました。

〈行財政運営戦略プラン2025〉行
財
政
運
営
戦
略
大
綱

Ⅰデジタル化などの推進

Ⅱ公民連携・広域連携などの推進

Ⅲ組織・運営体制の効率化と強靭化

Ⅳ既存事業の見直し

1974‐2024

電話交換手

ダイヤルイン
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休日診療体制整備事業
〈決算額2,179万円〉

　日曜日、祝日、年末年始における
初期救急医療体制を確保するため、
医師会・薬剤師会との連携により15
歳以上の人を対象に内科の休日診療
を実施しました。

子ども・子育て支援事業計
画策定事業　〈決算額572万円〉 

　妊娠・出産期からの切れ目のない支
援、質の高い教育・保育および地域子
ども・子育て支援事業を実施するた
め、「第３期大阪狭山市子ども・子育て
支援事業計画」を策定しました。

下水道ストックマネジメント 
計画推進事業

〈決算額１億7,201万円〉

　中長期的な視点で下水道施設の今
後の老朽化の進展状況を捉えて優先
順位をつけ、狭山ニュータウン造成
時に築造された水路の改築を行い、
機能確保を行いました。

令和６年度事業
ピックアップ

市内公園遊具設置事業
〈決算額6,130万円〉

　「大阪狭山市公園施設長寿命化計
画」に基づき、池之原第１公園、大
野台第２・５・11公園、大野第３公園、
東野第２・７公園、東池尻第２公園、
狭山第３公園の老朽化した公園遊具
を、地域や利用者のニーズ、安全性
を踏まえ更新しました。

地球温暖化対策実行計画（事
務事業編・区域施策編）策定
事業　　　　〈決算額275万円〉

　環境配慮の徹底や温室効果ガスの
排出抑制を目的とした「事務事業編」
を更新するとともに、市民・事業者
の自主的かつ積極的な取り組みを喚
起することで、豊かな自然を守り、
維持していくことを目的とした「区域
施策編」を新たに策定しました。
　また、市⺠・団体・事業者などとの
連携・協働により、2050年までに二
酸化炭素排出量実質ゼロをめざす、
「ゼロカーボンシティおおさかさや
ま」を宣言しました。

パリオリンピック・パラリン
ピック推進事業

〈決算額149万円〉

　2024パリ五輪新競技であるブレイキ
ンに出場した、半井重幸選手の応援お
よび市におけるスポーツの機運醸成事
業として、庁舎に応援懸垂幕や等身大
パネルを掲示するとともに、ロビーで
応援メッセージの募集を行いました。
また、競技当日は総合体育館でパブ
リックビューイングを開催し、来場者
280人が半井選手を応援しました。

民間保育所・認定こども園 
等補助事業（スポット配置・ 
ICT機器整備）

〈決算額839万円〉

　市内の民間保育所・認定こども園
などの保育士の負担軽減を図るた
め、登園時の繁忙な時間帯などにお
ける支援者の配置や保護者との連絡、
キャッシュレス決済などのシステム
導入を促進するために必要な経費を
補助しました。

子育て世帯訪問支援事業
〈決算額２万円〉

　家事・子育てなどに対
し不安や負担を抱え、特
に支援が必要な子育て家
庭、妊産婦などの居宅を
訪問し、不安や悩みを傾
聴するとともに、家事・子育てなどの
支援を行いました。

桜まつり事業
〈決算額251万円〉

　狭山池の桜を観光名所として広く
知らしめ、観光客の誘致および地域
振興の推進を図るため、桜まつり実
行委員会において、狭山池の桜のラ
イトアップやイルミネーションなど
を実施するとともに、新たなイベン
トとして、8月に「桜まつりサマーブ
ロッサムナイト in 狭山池 2024」を実
施しました。

水とみどりのネットワーク事業
〈決算額5,038万円〉

　「大阪狭山市水とみどりのネット
ワーク構想」に基づき、狭山池へ歩
行者が安全に通行できるよう、西除
川沿いで景観に配慮したストリート
プリント舗装を施した遊歩道の整備
を行い、併せて、ハロータウンから
の通学路においても、安全対策を行
いました。

東茱 木12号線歩道整備工事
（第七小学校通学路）

大野台第５公園



　一般会計の歳入の総額は241億9,792万円でした。主要な自主財源で
ある市税（市民税や固定資産税など）は、定額減税の影響により75億

2,097万円と昨年度に比べ減少する一方で、その補てんとなる地方特

例交付金や、地方交付税（普通交付税や特別交付税など）が増加したた

め、歳入総額では前年度より2億2,570万円増加しました。

詳しくは、市ホームページに掲載しています

（参考）　令和５年度内訳　●市税：76億6,742万円　●使用料・手数料
など：19億2,827万円　●地方交付税：42億526万円　●国庫支出金：
54億 6,650万円　●府支出金：20億8,710万円　●市債：７億3,670
万円　●地方譲与税など：18億8,098万円

決算公表
歳
入依 

存 

財 

源

自 

主 
財 
源

市税
75億 2,097万円

使用料・
手数料など
14億 7,257万円

地方交付税
45億 2,884万円

国庫支出金
54億 9,776万円

府支出金
21億 3,982万円

市債
７億 2,030万円

地方譲与税など
23億 1,766万円

241 億         
9,792 万円

区　分 歳入合計（A） 歳出合計（B） 差引（A－B） 実質収支 単年度収支 実質単年度収支
一般会計 24,197,922,523 24,124,544,606 73,377,917 ※１）　　59,536,540 ※２）△396,540,250 ※３）△494,894,138

特
別
会
計

国民健康保険 5,685,933,743 5,634,491,544 51,442,199 37,931,479 △27,862,893 △27,862,893
介護保険 6,087,762,425 5,898,485,535 189,276,890 189,276,890 △3,479,994 △3,479,994

後期高齢者医療 1,347,870,984 1,291,086,026 56,784,958 56,784,958 8,396,225 8,396,225
池尻財産区 30,503,501 30,503,501 0 0 0 0
半田財産区 5,186 5,186 0 0 0 0
東野財産区 13,992,117 13,992,117 0 0 0 0
今熊財産区 365,117 365,117 0 0 0 0
岩室財産区 2,578,172 2,578,172 0 0 0 0
茱 木財産区 8,518 8,518 0 0 0 0
特別会計　計 13,169,019,763 12,871,515,716 297,504,047 283,993,327 △22,946,662 △22,946,662
合　計 37,366,942,286 36,996,060,322 370,881,964 343,529,867 △419,486,912 △517,840,800

※１）翌年度に繰り越すべき財源1,384万円を差し引いた実質収支は5,954万円です。
※２）実質収支から前年度の実質収支４億5,608万円を差し引いた本年度の単年度収支は△３億9,654万円です。
※３）単年度収支に対し、財政調整基金の取り崩し額（１億円）と積み立て額（165万円）の差額9,835万円を差し引いた本年度の実質単年度収支は△４億9,489万円です。

一般会計と特別会計

［単位 :円］

　令和６年度末の下水道の整備が完了している面積は880.13‌
ha、年間有収水量は598万7,741㎥で前年度に比べ２万9,250㎥‌
の増加となりました。決算の概要は下図のとおりです（消
費税込み）。なお、資本的収支の不足額は、消費税資本的
収支調整額2,319万円、損益勘定留保資金４億6,005万円で
補てんしました。

収益的収支（維持管理などの決算） 資本的収支（建設投資などの決算）

問い合わせ　経営総務グループ☎360ｰ4389

令和６年度下水道事業決算

建設改良費
４億2,783万円補てん財源

企業債の償還金
６億7,027万円

企業債
３億9,138万円

市からの繰入金
１億190万円

補助金
9,750万円
そのほか
2,408万円

支出
10億9,810万円

収入
６億1,486万円

流域下水道に係る費用
３億9,159万円

管きょに係る費用
7,494万円

企業債の利息
5,230万円

減価償却費
９億938万円

そのほか
１億4,925万円

長期前受金戻入など
６億394万円

下水道使用料
８億9,414万円 ポンプ場に係る費用

3,531万円

市からの繰入金
１億9,494万円

支出
16億1,277万円

収入
16億9,302万円

▶▶▶
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　一般会計は、地方公共団体の会計の中心となるもので、基本的な行政運営経費を経理しています。特別会計は、特定の事業の歳入と歳出を

一般会計とは区別して、個別に経理する会計です。



　一般会計の歳出の総額は241億2,454万円でした。財産区財産の売

却による収入の積立て（総務費）や市債の償還（公債費）が減少した一

方、保育・障がい者自立支援に係る需要の拡大や児童手当の拡充（民

生費）、物価・原油価格・労務単価の高騰などにより、各事業費が増

加したため、歳出総額では前年度より6億7,469万円増加しました。

問い合わせ　行財政マネジメントグループ☎360 ｰ 4029

（参考）　令和５年度内訳　●民生費：112億9,468万円　●総務費：29
億1,494万円　●教育費：26億2,793万円　●公債費：18億8,448万円‌
●衛生費：18億7,735万円　●土木費：14億 1,227万円　●消防費：8
億7,846万円　●議会費など：５億5,974万円

令和６年度
歳
出 民生費

120億8,987 万円

総務費
26億 8,906万円

教育費
29億 9,403万円

公債費
17億 8,900万円

衛生費
18億 1,099万円

消防費
9 億 2,256万円

土木費
13億 4,254万円

議会費・農林水産業費・商工費など
4 億 8,649万円

241 億         
2,454 万円

財政の健全度を
判断する指標

資金不足比率 下水道事業会計

事業規模① 890,605,000円
資金不足額② －
資金不足比率②／① 該当なし
経営健全化基準 20.00%

　平成19年６月に定められた地方公共団体の財政の健全化に関する法律により、地方公共団体は

毎年、健全化判断比率（４つの指標）を公表しています。下水道事業会計については、資金不足比率

を公表しています。

財政再生基準

20.00%
30.00%
35.00%

早期健全化基準

12.90%
17.90%
25.00%
350.00%

大阪狭山市の状況

該当なし（△0.44％）
該当なし（△5.24％）

4.0%
該当なし（△22.98％）

健全化判断比率

①実質赤字比率

②連結実質赤字比率

③実質公債費比率

④将来負担比率

　市は下表の４つの指標すべてで早期健全化基準と財政再生基準を下回り、財

政状況は健全であると言えます。4つの指標（下表①～④）のいずれかが早期健

全化基準を超えると早期健全化団体となり、財政健全化計画を策定し、自主的

な改善努力による財政の健全化に取り組むことになります。さらに比率が悪化

し、財政再生基準を超えると財政再生団体となり、財政再生計画を策定し、国

などの関与による確実な財政の再生に取り組むことになります。

　資金不足比率とは、資金不足額を事業の規模と

比較し、経営の深刻度を示すもので、資金不足比

率が経営健全化基準（20％）を超えると、経営健全

化計画を策定しなければなりません。市の下水道

事業会計は資金不足を生じていないため、資金不

足比率は該当ありません。

健全化判断比率 資金不足比率

市民１人あたりの
借入金と預貯金

0 ５万円 10万円 15 万円 20万円 25 万円 30万円

大阪府内市町村計
（政令市を除く）
【5,181,051 人】

河内長野市
【97,912 人】

富田林市
【105,715 人】

大阪狭山市
【57,746 人】

そのほかの目的基金
（使い道が決まって
いる預貯金）

財政調整基金
（使い道の決まって
いない預貯金）

公共施設や
インフラ整備など
にあてた借入金

228,439円

251,115 円

260,683 円

60,773 円

19,879 円

[人口：令和７年
1月1日現在]

　　　44,182 円

67,603 円

30,113 円

109,990円

46,923 円

67,060 円

　274,847 円

財政の弾力性を判断する指標

　経常収支比率とは、

毎年支出しなければ

ならない経費（経常的

経費）に対し、毎年決

まって入ってくる収入

（経常的収入）をどの程

度あてているかを見る

比率です。この比率が

高くなるほど、新しい

事業や公共施設の整備

などの投資的な経費へ

あてるお金が少なくな

り、財政運営は厳しく

なります。

経常収支比率

5 年度4年度3年度 6年度

全国市町村平均
河内長野市

大阪府内市町村平均
富田林市大阪狭山市

［単位：％］

85

90

95

100

95.9

99.1

96.4
96.4

93.6

94.7

98.4

95.5

95.3
95.3

92.5

94.4

93.7

91.9

92.2

88.9

91.8

86.6

93.1
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